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Ⅰ．目的 
日本における機能性構音障害の訓練は構音運動を習得させるという系統的構音訓練が主体である。一
方、英語圏においては音韻プロセス分析を用いて音韻意識を評価し訓練に活用することで訓練効果があ
がることが報告されている。しかし、日本では音韻プロセスの研究はほとんどなされていない。 
昨年度、音韻プロセス分析を臨床で活用するための基礎調査として、健常児における音韻プロセスの
発達について調査を行った。今回の研究では、次の段階として機能性構音障害児の構音の特徴を音韻プ
ロセス分析を用いて明らかにすること、また、その特徴に従って機能性構音障害をサブグループに分類
し、その特徴を明らかにすることを目的とする。これらが明らかになることで、構音障害を引き起こし
ている要因を明らかにすることができ、より適切な治療方法の確立につながると考えられる。 
Ⅱ．方法 
1．調査場所 I市のことばの教室と I市の総合病院の個室にて個別で検査を実施した 
2．調査対象 機能性構音障害児 18名。対象児は口腔顔面部に器質的に問題のない子どもで、知的発達
に明らかな遅れがないという観点から、PVTにて評価点 7未満は対象から除外した。 
3．調査内容 ①新版-構音検査（単音・単語検査）、②言語検査(絵画語彙発達検査)、③ディアドコキネ
シス（構音反復運動スピード）、④音韻発達検査(音韻分解・音韻抽出・無意味音節復唱) 
Ⅲ．結果 
1．音韻プロセス分析とサブグループ分類： 子どもの発話を IPA 表記に従って発音記号に表記した上
で、誤りを川合(2011)の提唱している音韻プロセス分類に従って整理した。中村(2013)より、各年齢
の健常発達において出現率 20％以下の音韻プロセスを「残存している音韻プロセス」とした。残存し
ている音韻プロセスの数と健常発達で一般的に出現する音韻プロセスか否か(中村,2013)という視点
から、以下の３群に分類した。A 群：特定の音を誤る群（健常発達でみられる音韻プロセス、残存し
ている音韻プロセスが１つ/n=5）、B 群：音韻プロセスの遅れ群（健常発達でみられる音韻プロセス、
残存している音韻プロセスが複数ある群/n＝11)、C 群：特異的な音韻プロセス群（健常発達で見られ
ない音韻プロセスがみられる群/n=2)。 
2．各群と音韻・口腔運動機能との関連： 各検査の素点を平均 100、標準偏差 15の基準化された Z得
点に換算して検討を行った。A群と B群において、ディアドコキネシスに統計的に有意差な差が認め
られた。これらより、B群：音韻プロセスの遅れ群は A群に比して発音の運動スピードが遅いことが
示唆された。また、音韻発達検査の音韻抽出課題において、A群、B群、C 群の Z得点の平均がそれ
ぞれ 107、102、87.5と C群：特異的な音韻プロセス群は他群に比べて音韻発達検査にて、統計的な
有意差はないものの成績が低い傾向が認められた。 
Ⅳ．考察 
音韻プロセスが遅れる群は特定の音を誤る群と比べて全般的な構音運動スピードが遅く、構音器官の
運動発達が未熟である可能性がある。また、特異的な音韻プロセス群は、他群に比して音韻発達検査で
の成績が低く、音韻発達に問題がある可能性が疑われた。音韻プロセス分析で誤り方の特徴を検討する
ことにより、構音の誤りを起こしている原因を推測できる可能性があると思われた。 
今後はさらにデータ数を増やして検討することが必要と思われる。 
